
1. インプットトーク4つの論点
1. ロボットが⼈間の作業を代替・拡張し、⼈間と機械の境界が曖昧になっている。⼈間が体験したことのない⾝体経験を可能

にする技術が進展しており、都市や⽂化、社会のあり⽅を変える可能性がある。
2. 不⽼不死や寿命延⻑の研究に巨額の投資が⾏われている。⾝体・脳の⽼化課題を克服することで、⽣産年齢⼈⼝が増加し、

健康寿命の延⻑と新たな未来が期待されている。
3. ⼈⼝減少の予測があったものの対応をしてこなかった。AIの強化学習やシミュレーションで、都市設計や効果的な個別施策

の効果を検証でき、政策⽴案の精度を⾼め、都市や社会全体の最適化が可能になる。
4. デジタル技術を⽤いることで低密度の地⽅にもサービスを効率的に提供できる、21世紀型インフラへの転換が起きる。今後

は、分化したものを新しく統合していくことが都市・地域のあり⽅を⽰す⽅向になる。

2. 全体対話3つの論点
1. 2040年の社会に⼤きな影響を与える技術の1つとして「AI」があげられる。今後のAIは少数意⾒も踏まえた、まちや地域の

構成要素の最適解を導き出す可能性がある。
2. 様々な技術が実装されていくうえで、使い倒す側の視点（ニーズ）が⼤事。まちの特徴・個性とあわせて、様々なニーズを

組み合わせていく必要がある。
3. 多様なまちが実現していくが、それぞれが役割を持ち、統合されていく。バーチャルと連動することで、⼈と⼟地の関係も

N対Nになり、⼟地に縛られない暮らし⽅が実現する。
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全体対話サマリー：「技術」の観点から⾒て、2040年のありたいまちの姿、課題・タブー、解決策は？

2040年にどのような技術が
社会実装されるのか考える必要がある

テクノロジーで全体最適から
個別最適を提供することができる

コミュニティレベルで
技術をどのように使い倒すかを考える

技術に気づかない形で提供する、
慣れ親しんだインターフェース

AIは5年後に⼈間を超えるのは間違いない

AIが論理的に思考ができるようになっている

⾃動運転による地域を回るサービスによって、
移動する必要がなくなる

究極の選択でも変えられない現実

住⺠の最先端技術の受け⼊れ拒否
（スマートシティ実証実験）

少数意⾒を取り込んだうえでの
最適解を導くAI

代議員制度を介さない⺠主主義が
テクノロジーによって可能か

まちや地域の構成をAIで最適化する

⼈間が多様性や構成要素を設定し、
その中の最適解をAIが出す

AIによって導き出された最適解を受け⼊れる
ことができるのか

健康寿命を10年延ばすことは、超⾼齢社会を
先延ばししている

健康寿命が延び、年⾦受給者は、
どのように働くことができるのか

技術の活⽤の⽅向性を⽰した
原則を決めておく

多様性を受け⼊れるのか、
同じ価値観の⼈たちと暮らすのか

技術を届けたい⼈にこそ届かないギャップを
技術的に解消できるのか

技術を活⽤した各地域のライフスタイルが、
まちの個性を⽣み出す

⾃治体ごとに伸ばしたい部分や
解決したいニーズに技術を使い倒す

ローカルのハードウェアを介し、都市にしか
無いスキルを遠隔地に提供できる

リアルとバーチャルで市⺠を選択できる

分散と中央集権のハイブリッドとしての遷都

移動を前提とした、
⼈間と⼟地がN対Nの暮らし

半強制的に移動をし、
新しいソサエティをつくる

技術が苦⼿な⼈は取り残されるのか、
⼿を差し伸べるのか

技術によって、価値観が変わると、
社会が⼤きく動く

リープフロッグが起こり、⽇本は後進国にな
ってしまっているのか

コミュニティレベル、個⼈レベルの観点で、
技術の受容性を考える

ありたい姿 課題/タブー 解決策

不⽼不死の技術によって、
⽣産年齢⼈⼝の問題を解決できる


